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ASJ03680 2026

特別研究 阿久津　雅子

Graduate Research 　

10 通年(集中) 集中･不定期 修士2年

　 演習

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】生命科学，食品科学，食料生産および環境の保全と修 農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的思考力を
復などの分野における幅広い体系的な基礎学力と実践的技術力 有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバルな情報発
とともに高い研究開発能力を修得している。 信能力を有する

⇔

【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的思考力を
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル 有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバルな情報発
な情報発信能力を有する。 信能力を有する

⇔

授業の概要 担当教員や研究室の同級生，先輩，後輩と協力をしながら，植物の栽培や培養などを行うとともに，後
輩へも具体的な研究指示も行う

Contents: Cultivate and culture some kinds of horticultural plants in cooperation with laboratory members, 
classmates, seniors, and the undergraduate students in the laboratory. And give specific 
research instructions to juniors.

授業計画 基本的には園芸作物を対象として，研究テーマを決め，実験計画を立て，研究を行う

成績評価の方法 1．研究によって生じたデータをまとめる（30％）
2．修士論文をまとめる（50％）
3．修士論文発表会での発表（20％）

成績評価の基準 1．研究内容
2．研究計画
3．研究への取組

事前事後学習の
内容

研究に必要な論文等をきちんと読解し，自身の研究に活かす

履修上の注意 なし

質問,相談への対
応

随時．

蔬菜園芸学研究室
阿久津　雅子
akutsu@shinshu-u.ac.jp

学生へのメッセ
ージ

なし

【教科書】 なし

【参考書】 なし


